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★　「プリンテッドエレクトロニクスへの期待」、「期待される新分野」、「進化する印刷技術・装置」、
★　「次世代微細印刷技術」、「進化する印刷材料」、「海外の開発動向」 など８編から構成！

　近年，従来の“ ものづくり ”と異なる新しい製造法での電子産業の創生を期待する動きがある。それは“ プリンテッドエレクトロニクス ”
と称される分野で，印刷法で電子回路やセンサー，ディスプレイなどの電子デバイスを製造する次世代のエレクトロニクス分野である。そ
の特徴は，従来の真空成膜とフォトリソグラフィー法を組み合わせた製造と比べて工程数が大幅に少ないこと，また真空成膜装置と印刷
装置を比較した場合，明らかに印刷装置の方がコスト面で有利であることから，製造設備の初期投資を大幅に抑えることができる。製造
に関しても，電気エネルギーや材料消費の点でもプリンテッドエレクトロニクスは優位性がある。（中略）
　我が国の強みは国内に多くの材料メーカー，装置メーカー，デバイスメーカーなど，サプライチェーンが整っており，個々の技術レベ
ルも高く世界的に見ても間違いなく優位な環境があることである。この環境を活かした企業の取り組みに期待したい。
　本書は，プリンテッドエレクトロニクス分野の第一線で活躍されている方々のご協力を得て，最新の技術動向をまとめた。現在の市場動
向，今後に期待される新しい応用分野，進化した印刷技術や印刷材料，および海外動向も含めて，この分野全体を網羅できるものと
なっている。この分野に従事されている，あるいは関心を持たれている方々の参考になれば幸いである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※目次詳細は裏面をご参照くださ
い。

★　積層セラミック部品、透明導電膜、有機太陽電池、Liイオン電池など期待される応用新分野を
★　ピックアップ！

★　海外のプリンテッドエレクトロニクス開発動向を詳説！
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